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｢第42回 物性若手夏の学校｣
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となります｡ここに､






































































(b), (C)は non-collinear構造で､中性子回折の実験によるとMnモーメントは (C)の構
造をとり､1.17JLBの大きさを持つことが報告されています20)｡上記の手続きをバンド計算 (LMTO-
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図6 図5(C)のスピン構造における各サイト
の局所状態密度｡
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講義ノート
換､またここからはN原子は取り除いて考えます))とともに広がり､Mnのdバンドとの強い混成
によってMnのdバンドの一部 (Gaの方を向くdH,d"軌道)がシャー プなどークを保ったまま
広い裾を持つようになります｡興味深いことにこのGa浪度の増大によって強磁性状態が安定となり､
Mnモーメントは平行配列になる傾向を示します｡実際､Mn:Ga-1:1のCuAu型のMn-
Gaは強磁性を示します.このGa置換による電子状態の変化が磁性とどう関わっているのか興味が
持たれます｡一方､GaをNiやFeあるいはPtといった遷移金属元素で置き換えた場合にはフェ
ルミ準位付近の状態密度がさらに低下し､反強磁性状態が (少なくともMnとの組成比が1.:1まで
は)より安定化するように見受けられます.セミナーでは更に多くの計井結果を基に､この辺の機構
について様々な角度から考察を試みながら話を進めていきたいと思います (決してすっきりした話に
はならないと思いますが)0
5.さいごに
本稿では金属強磁性の基底状態に限定して稚拙な話をしてきましたが､現行の磁性物理学の問題を
考えますと､難解ではありますが大変魅力的なテーマが時を待たず次々と現れているように見受けら
れます｡それらの問題に果敢に挑んでおられる方にとって､何一つのお役に立てる話ができなかった
ことを深謝し､また一方で筆者をサポートしてくださって世話人の五十嵐正敏氏 (東北大科研)､有
益なコメントを頂いた市村雅彦氏 (日立基礎研)および望月光明氏 (日立金属)に感謝しつつこの拙
稿を終わらせていただきたいと思いますo
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